
第 １ 学 年 国 語 科 学 習 指 導 案  

１年２組 指導者 五十部 大 暁 

 単 元  説明文を読むときに大切なことを考えよう「じどう車くらべ」 

 

１ 本単元で子どもが創出と受容、転移を行う各教科等の本質（見方・考え方） 

言葉のつながりの視点 

 

２ 本単元で、各教科等の本質（見方・考え方）の創出と受容、転移を行っている子どもの姿 

本学級の子どもたちは、説明文の内容を捉えるための読み方として「問いの文に対応する答

えの文を見付けること」や「題名や問いの文から話題をつかむこと」などを学習してきた。こ

のような子どもたちが、「言葉のつながりの視点」を創出と受容、転移していくことは、説明

文の内容を捉えるための読み方を広げていくことにつながるであろう。  

本単元は、説明文を読む際に、言葉のつながりに着目したり、事柄同士を比べたりするよさ

について考える学習である。本単元における言葉のつながりとは、文同士や段落同士のつなが

りのことである。子どもたちは、「そのために」の大切さについて話し合う中で、言葉のつな

がりに着目していく（創出）。そこで、既習の説明文を読み、言葉のつながりに着目するよさ

について考えることで、「言葉のつながりの視点」が説明文の内容を捉えるために役立つこと

に気付く（受容）。そして、「言葉のつながりの視点」を意識することで、他の説明文でも言

葉のつながりに着目しながら読むことができる（転移）ようになると考える。「言葉のつなが

りの視点」を創出と受容、転移していくことで、今後の国語科学習において、言葉のつながり

に着目することができるようになるであろう。そうすることが、話や文章の内容を捉えたり、

適切に表現したりすることにつながっていくと考える。  

そこで、以下のような支援を具体化し、本単元でめざす子どもの姿の実現を図る。 

○ 「そのために」を抜いた文章と原文とを比較するよう促す。そうすることで、言葉のつな

がりに着目することができるようにする。【創】  

○ 説明文を読む際に、言葉のつながりが分かるよさを問う。そうすることで、「言葉のつな

がりの視点」が説明文の内容を捉えるために役立つと気付くことができるようにする。【受】 

○ 「そのために」と似た言葉を含んだ説明文を提示する。そうすることで、「じどう車くら

べ」以外の説明文でも言葉のつながりに着目しながら読むことができるようにする。【転】 

 

３ 本単元の目標 

○ 説明文を読む際に、言葉のつながりに着目したり、事柄同士を比べたりするよさについて

考えることができるようにする。 

○ 言葉のつながりに着目したり、事柄同士を比べたりすることで、説明文の内容を捉えるた

めの読み方を広げていくことができるようにする。      

 

４ 本単元における評価規準  

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態） 

○「そのために」の働きに気付いてい

る。 

○事柄同士の比べ方を理解している。 

○言葉のつながりに着目した

り、事柄同士を比べたりしな

がら説明文を読んでいる。 

○言葉のつながりや事柄同士

の比べ方について考えよう

としている。 

 

５ 指導計画（全５時間） 

第１次 「じどう車くらべ」を読み、学習の見通しをもつ。（２時間） 

第２次 「そのために」の大切さや事柄同士の比べ方について話し合う。（２時間）【本時１／２】  

第３次 言葉のつながりに着目したり、事柄同士を比べたりしながら「じどう車くらべ」を読む。（１時間）  



６ 本時案  【令和２年１１月５日 ９：２０～１０：０５ １年２組教室】 

（１）ねらい  「そのために」の大切さについて話し合うことをとおして、説明文を読む際

に、「言葉のつながりの視点」が説明文の内容を捉えるために役立つと気付く

ことができるようにする。 

（２）学習過程 ※一重下線は創出、二重下線は受容、破線は転移に対応する子どもの意識 

学習活動・学習内容 子どもの意識 ○教師の支援 

１ 「そのために」の

大切さについて話

し合う。 （25 分） 

・「そのために」を

抜いた文章と原文

との比較  

・「そのために」の大

切さ  

・段落同士のつなが

り  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 言葉のつながり

に着目するよさに

ついて話し合う。  

（20 分） 

・言葉のつながりに

着目することが、

文章の内容を捉え

るために役立つこ

と  

・この説明文を読むときに「そのために」が

大切だと言っている人がいたよ。  

・あれ、「そのために」くんが出てきたよ。

自分の大切さをわかってほしいのだって。  

 

 

Ａ黒板の「バスやじょうよう車」の文章に

は、「そのために」くんがいないね。どこ

か変な気がするな。 

・「しごと」と「つくり」とのつながりがわ

かりにくくなる気がするな。  

Ｂ「そのために」くんが「しごと」と「つく

り」とをつなげているのではないのかな。 

Ａ確かに、「そのために」くんがいると、つ

ながりが分かるよ。他の車ではどうかな。 

・トラックもクレーン車も「そのために」く

んがいることで、つながりがわかるよ。  

Ａ「そのために」くんは、「しごと」と「つ

くり」をつなげるから大切なのだね。 

・つながりがあるのは、「じどう車くらべ」

だけなのかな。  

Ｂ「うみのかくれんぼ」でも、生き物の「特

徴」と「隠れ方」がつながっていたよ。 

・問いと答えもつながっていたね。 

 

 

 

Ａつながりを考えると、説明文の内容がよく

分かるよ。 

Ｂそうか、つながりを考えて説明文を読むこ

とが大切なのだね。  

・他の説明文でも、つながりを考えて読んで

みたいな。 

○「そのために」を

抜いた文章と原

文とを比較する

よう促す。そうす

ることで、言葉の

つながりに着目

することができ

るようにする。   

【創】 

 

 

○既習の説明文を

提示し、言葉のつ

ながりを見付け

るよう促す。そう

することで、「言

葉のつながりの

視点」を意識する

ことができるよ

うにする。 【受】 

 

 

○説明文を読む際

に、言葉のつなが

りが分かるよさ

を問う。そうする

ことで、「言葉の

つながりの視点」

が説明文の内容

を捉えるために

役立つと気付く

ことができるよ

うにする。 【受】 

（３）板書計画  

 

なぜ「そのために」くんは大切なのだろう 

説明文を読むときにつながりを考え
るとどのようなよさがあるのかな。  

トラックの 

画像 

た
こ
の
画
像 


